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ほ
か
、
年
５
回
会
報
も
発
行
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
と
し
て
八
ケ
岳
の
「
星
の
村
」

に
観
測
所
も
所
有
し
て
い
て
、
星
見
会
は

こ
こ
で
行
っ
て
い
る
。
観
測
所
に
は
天
体

ド
ー
ム
と
プ
レ
ハ
ブ
の
宿
泊
施
設
も
併
設

し
て
い
る
。

「
川
崎
で
も
、
柿
生
辺
り
で
は
２０
年
ほ

ど
前
ま
で
天
の
川
も
見
え
た
の
で
す
が

…
。
現
在
で
は
残
念
な
が
ら
、
明
る
す
ぎ

て
天
体
観
測
に
適
し
て
い
る
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
し
か
し
台
風
一
過
や
お
盆
、
正
月

な
ど
は
空
が
澄
み
、
き
れ
い
に
見
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
よ
」。

沿
線
で
は
丹
沢
辺
り
、
そ
の
他
で
は
、

三
浦
半
島
の
突
端
な
ど
が
神
奈
川
県
内
で

の
お
す
す
め
の
ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
。

斉
藤
さ
ん
は
入
会
し
て
１５
年
目
。
小
学

生
の
時
、
川
崎
市
青
少
年
科
学
館
で
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見
て
か
ら
星
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
大
地
に
寝
そ
べ
っ
て
夜
空
を
見
上
げ

て
い
る
と
、
自
分
が
自
然
と
一
体
化
し
た

よ
う
に
な
り
、
日
常
と
違
う
世
界
が
見
え

て
き
ま
す
。
ク
ヨ
ク
ヨ
考
え
て
い
た
こ
と

が
些
細
に
感
じ
ら
れ
ま
す
し
、
仕
事
の
ス

ト
レ
ス
も
吹
き
飛
び
ま
す
よ
（
笑
）」。

山
や
海
で
の
キ
ャ
ン
プ
の
夜
、
暗
闇
の

で
あ
り
、
ド
ラ
マ
で
す
。
私
た
ち
は
そ
ん

な
夜
空
を
眺
め
た
り
、
写
真
に
撮
る
こ
と

を
主
な
活
動
と
し
て
い
ま
す
」。

夜
空
は
日
常
と
違
う
世
界

ス
ト
レ
ス
も
吹
き
飛
ぶ

同
グ
ル
ー
プ
の
設
立
は
１
９
７
２
年
、

沿
線
の
中
学
に
通
っ
て
い
た
、
星
好
き
の

２
年
生
８
名
が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
。

現
在
は
３０
代
、
４０
代
を
中
心
に
会
員
は
約

３０
名
、
設
立
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
も
残

っ
て
い
る
。
会
社
員
、
公
務
員
、
医
師
、

主
婦
と
、
職
業
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
活
動
は

月
一
度
の
星
見
会
、
季
節
ご
と
の
合
宿
の
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一
昨
年
、
獅
子
座
流
星
群
が
話
題
に
な
っ
た
時
、
夜
空
を
見
上
げ
て
い
く
つ
も
の
流
れ
星

を
見
た
方
も
多
か
っ
た
は
ず
。
夜
空
の
向
こ
う
に
は
、
ま
だ
誰
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
天
体

の
神
秘
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
今
月
は
そ
ん
な
ロ
マ
ン
に
魅
せ
ら
れ
た
沿
線
の
ア
マ
チ
ュ
ア

天
文
家
グ
ル
ー
プ
「
多
摩
天
文
グ
ル
ー
プ
」
の
斉
藤
さ
ん
に
、
星
空
の
魅
力
、
観
測
の
楽
し

さ
を
う
か
が
っ
た
。

沿
線
に
も
多
い

ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家

８
月
２７
日
、
火
星
が
大
接
近
し
、
地
球

と
の
距
離
が
５
、
５
７
８
万
�
ま
で
近
づ

い
た
。「
実
は
火
星
は
２
年
２
か
月
の
周

期
で
地
球
に
接
近
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ほ
ど
大
接
近
す
る
の
は
７９
年
ぶ
り
な
ん
で

す
よ
」
と
興
奮
気
味
に
話
す
斉
藤
さ
ん
。

今
回
を
上
回
る
大
接
近
は
２
２
８
７
年
ま

で
起
こ
ら
な
い
と
い
う
か
ら
、
ま
さ
に
千

載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。

斉
藤
さ
ん
が
所
属
す
る
多
摩
天
文
グ
ル

ー
プ
は
川
崎
市
の
多
摩
、
麻
生
区
を
中
心

に
活
動
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
サ
ー
ク

ル
。
日
本
の
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
の
実
力

は
世
界
的
に
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
、
昨
年

は
過
去
最
多
の
１２
個
の
新
天
体
（
彗
星
、

新
星
、
超
新
星
）
を
発
見
し
て
い
る
。
小

田
急
沿
線
で
も
、
秦
野
市
在
住
の
ア
マ
チ

ュ
ア
天
文
家
が
、
発
見
し
た
小
惑
星
を

「
Ｈ
ａ
ｄ
ａ
ｎ
ｏ
」
と
命
名
し
話
題
を
集

め
る
な
ど
、
天
文
フ
ァ
ン
は
多
い
。

「
宇
宙
は
ま
だ
ま
だ
未
知
の
世
界
、
学
術

的
に
研
究
す
る
に
も
興
味
深
く
、
面
白
い

分
野
で
す
。
し
か
し
夜
空
っ
て
、
た
だ
見

上
げ
て
い
て
も
美
し
い
で
す
よ
ね
。
満
天

に
輝
く
星
空
、
流
星
群
…
ま
さ
に
ロ
マ
ン

星

空

を

楽

し

む

川
崎
市
在
住
　

斉
藤
直
樹
さ
ん

E N J O Y
O D A K Y U

L I F E

夜
空
を
見
上
げ
て

無
限
の
宇
宙
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す

夏の合宿で撮影した「夏の天の川」。
肉眼で見るよりも、光を集めて撮
る天体写真はきれいに写る（南会
津にて）

多摩天文グループの観測所の前で
（八ヶ岳・星の村）
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相模原市立博物館

ベネッセスタードーム
3か月ごとに番組のテーマが変わり、多摩市から見える星座も紹介しています。
観覧料／一般400円、中学生以下65歳以上200円　開館時間／11時～16時30分　開館日／一般
公開は土日祝、夏休み・春休み期間中のみ
交通／小田急多摩センター駅から徒歩5分
お問い合わせ／042-356-0814 http://www.star-dome.com/

川崎市青少年科学館

伊勢原市立子ども科学館
季節毎に一般投影番組が変わります。小さな子ども向けの番組もあります。
入館料＋プラネタリウム観覧料／大人800円、小・中学生300円、4歳以上200円　開館時間／9
時～17時　休館日／月曜（祝日の場合は翌日休）、祝日の翌日（土日の場合は火曜休）、第一水
曜、その他特別点検整備期間あり
交通／伊勢原駅から徒歩15分
お問い合わせ／0463-92-3600 http://www.city.isehara.kanagawa.jp/kagakukan/index.html

厚木市子ども科学館
季節毎に番組が変わります。秋の番組は6日�から始まります。
観覧料／大人100円、小人50円　開館時間／9時～16時30分　休館日／月曜、祝日の翌日、毎
月の末日（ただし、土日祝にあたる場合は開館）
交通／本厚木駅から徒歩3分
お問い合わせ／046-221-4152 http://www.city.atsugi.kanagawa.jp/acsc/

湘南台文化センター
当日の夜に見られる星空の生解説があります。※9月1日～10月3日まで長期休演。
宇宙劇場入場料／高校生以上500円、中学生以下200円　開館時間／9時～17時　休館日／月曜
（祝日の場合は翌日休）、祝日の翌日
交通／湘南台駅から徒歩5分　
お問い合わせ／0466-45-1500 http://www.kodomokan.fujisawa.kanagawa.jp/
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立
派
な
望
遠
鏡
な
ど
そ
ろ
え
な
く
て
も

楽
し
め
る
そ
う
だ
。

秋
の
夜
空
は
昴
、
ア
ン
ド
ロ

メ
ダ
座
が
お
す
す
め

火
星
は
先
月
２７
日
に
最
接
近
し
た
が
、

今
で
も
例
年
よ
り
ず
っ
と
近
く
で
輝
い
て

い
る
。「
火
星
は
、
周
り
の
星
よ
り
際
立

っ
て
赤
く
、
明
る
く
見
え
る
星
な
の
で
、

も
ち
ろ
ん
肉
眼
で
も
見
え
ま
す
。
夕
方
は

南
東
の
空
、
徐
々
に
南
に
移
動
し
、
真
夜

中
に
は
南
の
空
に
見
え
ま
す
よ
」。
山
奥

ま
で
行
か
な
く
て
も
、
街
中
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
そ
う
だ
。

斉
藤
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
で
も

っ
と
も
感
動
し
た
の
は
２
年
前
の
獅
子
座

流
星
群
。「
３０
年
間
星
を
眺
め
て
き
て
、
あ

れ
ほ
ど
の
流
星
を
見
た
の
は
初
め
て
。
大

き
な
話
題
に
な
っ
た
の
で
、
ご
覧
に
な
っ

た
方
も
多
い
で
し
ょ
う
」。

２
０
０
１
年
の
獅
子
座
流
星
群
は
、
肉

眼
で
も
多
い
と
き
は
毎
分
３０
個
以
上
の
流

星
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
さ
に
流
星

雨
。
流
星
群
は
毎
年
決
ま
っ
た
時
期
に
星

座
の
あ
る
一
点
を
中
心
に
放
射
状
に
飛
ぶ

例会の模様と会報の『Milky Way』（結
成３０周年記念号）

プラネタリウム

流
星
の
群
れ
で
、
最
も
よ
く
見
え
る
日

（
極
大
日
）
も
決
ま
っ
て
い
る
。
今
年
も
、

獅
子
座
流
星
群
（
極
大
日
１１
月
１７
日
）
の

他
に
、
オ
リ
オ
ン
座
流
星
群
（
同
１０
月
２２

日
）、
ふ
た
ご
座
流
星
群
（
同
１２
月
１３
日
）

な
ど
が
こ
れ
か
ら
見
ら
れ
る
。
ま
た
年
に

よ
っ
て
大
出
現
す
る
こ
と
も
あ
り
、
獅
子

座
流
星
群
は
３３
年
周
期
で
、
そ
れ
が
一
昨

年
だ
っ
た
。
天
空
の
ド
ラ
マ
は
季
節
、
年

に
よ
っ
て
移
ろ
う
。「
秋
の
星
座
で
は
ア

ン
ド
ロ
メ
ダ
座
、
昴
す
ば
る

、
初
冬
に
は
オ
リ
オ

ン
星
雲
な
ど
が
お
す
す
め
で
す
ね
」。

も
ち
ろ
ん
、
漫
然
と
夜
空
を
見
上
げ
る

の
も
い
い
が
、
あ
る
程
度
の
知
識
を
持
っ

て
観
望
し
た
方
が
よ
り
楽
し
い
。「
幸
い
、

小
田
急
沿
線
に
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
多

く
、
天
体
観
測
会
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
基
礎
知
識
を
得
る
の
も
い
い

で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
う
ち
の
グ
ル
ー
プ

に
入
会
し
て
い
た
だ
く
の
も
大
歓
迎
で
す

（
笑
）」。

９
月
１１
日
は
中
秋
の
名
月
。
初
心
者
の

方
に
は
夜
空
を
眺
め
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

だ
。
こ
れ
を
機
会
に
天
体
観
測
を
始
め
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

中
で
寝
転
が
っ
て
星
空
を

眺
め
る
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ

イ
フ
の
楽
し
み
が
一
つ
加

わ
り
そ
う
だ
。「
肉
眼
で
も

見
え
ま
す
し
、
普
通
の
双

眼
鏡
が
あ
れ
ば
、
よ
り
星

の
世
界
が
身
近
に
感
じ
ら

れ
ま
す
」。

毎月話題を変えた番組を投影しています。
観覧料／大人200円、高校生・大学生100円、中学生以下
65歳以上無料　開館時間／9時30分～16時45分　休館
日／月曜（祝日の場合は翌日休※土日の場合は開館）
交通／向ヶ丘遊園駅から徒歩15分
お問い合わせ／044-922-4731
http://ksm.keins.city.kawasaki.jp/index.asp

県内最大級のドームで星の紹介を行うほか、全天周映画の上映もあります。
観覧料／大人500円、小人200円　開館時間／9時30分～17時　休館日／月曜（祝日の場合は
翌日休、その他臨時休館あり）
交通／相模大野駅から相模原駅行きバス宇宙科学研究所入口下車徒歩5分
お問い合わせ／042-750-8030 http://www.remus.dti.ne.jp/̃sagami/index.htm

※投影日・投影時間についてはお問い合わせいただくかホームページをご覧ください。

取材協力：多摩天文グループhttp://www02.so-net.ne.jp/̃naokisai/tag.htm


